
第 2 次公開 1 年 国語

「どうぶつしゃしんてんにようこそ！～」（ 10 時間扱い）
教材名「うみへのながいたび（教出 1 年下）」 授業者 澤 田 仁 志

1.《単元について》
目標：「うみへのながいたび」を読むとともに，いろいろな動物の親子の本について感

心をもち，自分が選んだ本の中に出てくる動物の様子を紹介するために，動物の

写真や様子を表す文や言葉から動物の会話を想像し，友達と協力しながら「動物

写真展」を創ることができるようにする。

教材文，「うみへのながいたび」は，シロクマの親子の様子がナレーション風に書かれている。また，動

きや表情をしっかり捉えた写真は，子供が想像をひろげることを助けてくれる。写真を見ながら想像したこ

とを交流する活動や，考えた会話を演じてみるなど，多様な言語活動を生み出すことができる教材である。

また，（ ）や「 」でくくられて表記された心の中の言葉や会話を音読する活動なども取り入れることで，

シロクマの親子の様子や心情を想像することもできるであろう。様々な言語活動を随所に盛り込むことがで

きる本教材の学びを通して，子供の読む力を育て，表現することへの意欲を高めていきたい。

そこで，本教材とリンクする「学びのゴールとなる学習活動」を「動物写真展を開こう」とする。これは，

動物の写真が掲載されている様々な本を読み，書かれている文章と掲載されている写真を対応させながら，

写真に会話文や解説文を書き足し，写真展を開く活動である。この学びのゴールとなる活動を支えるのが，

「うみへのながいたび」を用いた，

第 2次の学習活動（写真展へ向けての試行的な学習）となる。本教材では，
①教材文の写真を見て想像したことを話し合う。

②写真とかかわる場面の教材文と出会う。

③教材文を基に写真の登場人物にどのような会話を付けるか話し合う。

という学びのサイクルを設定する。これは，文章に出会う前に，写真から場面の様子を想像し，その後に

文章を基に想像するという学びのサイクルである。このサイクルは繰り返すことは，「様子を表す言葉や写

真を基に動物の会話や言葉を想像して解説文を書いて写真展を開く」という学習活動を行う際に，同様のサ

イクルで学習を進めることができるため，子供が見通しをもち主体的に学習に臨むことができると考える。

また，一年生なりの言葉で，話し合ったり聴き合ったりしながら協同的に学びを進めていくことを大切にし，

資質・能力を育んでいきたい。

2.《国語科（読むこと・文学的文章）における発達段階を踏まえた育成すべき資質・能力》
個別の知識や技能 思考力・判断力・表現力等教科等 学びに向かう力、人間性等情意、

（何を知っているか、何ができるか） の本質に根ざした見方や考え方等 態度等に関わるもの
(知っていること・できることをどう使うか) （どのように社会・世界と関わ

りよりよい人生を送るか）
○言葉には，事物の内容を表す働きや経験 ○場面の移り変わりに注意しなが ○本や文章を楽しんだり，想
したことを伝える働きがあることに注 ら，登場人物の性格や気持ち 像を広げながら読んでい

第 意して読むことができる。 の変化，情景などについて， る。
一○敬体で書かれた文章に慣れている。 見付けることができる。 ○物語や科学的なことについ
・ ○平仮名，片仮名，漢字を読むこと ○文章の内容と自分の経験とを て書いた本や文章を読ん
二 ができる。 関係づけて，自分の思いや考 で，感想をもったり，仲間
学○語のまとまりや言葉の響きなどに気 えをまとめたり，友達と考え と伝え合ったりしている。
年 を付けて音読することができる。 を発表し合ったり聴き合った ○情報から得た知識，そこか
○昔話や神話・伝承などの本や文章の りすることができる。 らもった考えや感想，気に
読み聞かせを聞いたり，知ってい ○目的（楽しんだり知識を得た 入ったところを進んで伝え
ることを発表し合ったりしている。 り）に応じて本や文章などの 合ったり紹介し合ったりし

情報を選択して読むことがで ている。
きる。

3.《育成すべき資質・能力を踏まえた単元の評価規準》
個別の知識や技能 思考力・判断力・表現力等教科等の本質に 学びに向かう力、人間性等情意、態度等

（何を知っているか、何 根ざした見方や考え方等 に関わるもの
ができるか）評価 1 (知っていること・できることをどう使うか) 評価 2 （どのように社会・世界と関わりよりよ

い人生を送るか） 評価 3
○動物の言葉や会話を想像 ○動物写真展を開くために，場面の様子に ○「うみへのながいたび」や自分が
するときに，様子を表す 着目したり，言葉や写真に着目したり 選んだ本について感想をもったり，
言葉に気を付けて読むこ しながら，それらを基に，動物の会話 仲間と伝え合ったりして自ら進ん
とができる。 を想像しながら読むことができる。 で学びを進めている。

○語のまとまりや言葉の ○写真展を見る人に様子を伝えるため ○本を読んで得た知識，そこからも
響きなどに気を付ける に，想像したどうぶつの会話の中か った考えや感想，気に入ったとこ
とともに，シロクマや ら，場面の様子に合うような会話を ろを進んで伝え合ったり紹介し合
動物の様子を想像しな 選んでいる。 ったりしながら協力して動物写真
がら音読することがで ○動物写真展を開くために，本や文章， 展を創っている。
きる。 写真などを選択することができる。



4.《研究との関わり》
「三つの視点」を生かしたアクティブ・ラーニングの具体を以下に示す。子供が学びの連続性，必要

性，関連性を自覚しながら学ぶことができるよう「学びの文脈のある単元を構想する」。その中に「必

要感のある協同的な学びの設定」と「目的に応じた弾力的な振り返りの設定」を位置付ける。

(1)学びの文脈がある単元を構想する～単元のグランドデザイン～

(2)必要感のある協同的な学びを設定する
① 「動物写真展」という，友達と一緒に創りあげる，ゴールとしての学習活動を位置
付けることで，必然的に協同的な学びを誘発する。

② 写真を見る→自分の考えをもつ→友達と交流する→文章と出会う→改めて交流する
という学びのプロセスを毎時間位置付けることで，学びの見通しをもつことができ，交
流のタイミングをつかむこともできる。子供自ら友達と伝え合い聴き合いはじめる。

③ 選書した本ごとに，写真と文章を対応させながら，会話や解説の文を考える活動を位
置付ける。さらに，その中からよいと思う写真を話し合い，３～４枚選ぶことで，考え
の広がりや深まりも期待できる。

(3)目的に応じて振り返りを弾力的に設定する
○ ノートに貼り付けるタイプのワークシートを活用し，子供が学んだことや次の課題
を考えることができるようにする。

○ ワークシートの記述から子供のつまずき，次への課題を把握する。
○ 友達の考えた，シロクマや動物の言葉のよいところを紹介したり，紹介されたりす
る相互評価の場を意図的に設けることにより自己の学びを客観的に振り返る。

○ 毎時間の学習活動，まとめ期には，写真展を見合い，互いのよさを認め合う場を設
ける。また，写真展を保護者や他学年などに見てもらう活動を位置付け，自分の学び
の価値を見つめ直すことができるようにする。

○ 低学年の子供が，自分の学びを確実に振り返ることができるように，視点を明確に
したり，子供の振り返りの例を提示したり，称賛したりする。

②について

何をしているのかな？

教科書の写真と関

わる本文を読む

おすぐまって書いて
ある。

子供たちを守ってい
るんだね。

再び写真から言葉を考える

もしかしてお父さんかな？お
父さんいなかったもんね。

じゃあ，おすぐまを追い払う言
葉を考えなきゃね。

子供たちはきっと「こわいよ
～」って話しているんじゃな
いかな。

③について

私たちは，ねこの親
子を紹介しよう。

一枚目はこの写真が
いいんだけど…

うんうん。「おか
あさん，はやくお
きてあそぼうよ
～」って言ってる
みたい。

２枚目の写真も選ぼ
うか。次はどれがい
いかな…。

単元開始期 単 元 展 開 期 単元まとめ期
１ ２ ３ ４（本時） ５ ６ ７ ８ ９ １０

課 動物の気持ちにな 「うみへのながいたび」を読んで，シロク 写真展を開くために，本 写真展を開いて
題 って写真展を開こう マの親子がどんなことを話しているのか考 とその中の写真を選び，解説 多くの人に見ても

えていこう。（写真展へ向けての試行学習） 文となる会話を考えよう。 らおう。
開 ○ 学びの見通しを ○ 自分たちの写
始 もつ。 真の前に立ち，
期 →動物を紹介する本 解説の準備をす
を読み，「どうぶつ る。
しゃしんてん」を開 ○ 教材文と出会い，読んだ感想や考えを

展 くという学習活動に もつ。
関心をもつ ○ 教材文を読んで考えたことを全体で交

開 流する。
○ 学びのイメージ

期 をもつ
→動物の写真とその
場面の会話や解説
を聞き，写真展に
選ぶ写真と，その

ま 解説文のイメージ
と をもつ。
め ○ 写真展を開くた
期 めに教材文を読む

イメージをもつ。

それぞれの場面の写真を見て考えたこと
（シロクマの会話，心の言葉）を交流す
る。

教材文を読んで，写真をもう一度見て，
考えたことを交流する。

○考えたことを全体で交流したり，よいと思っ
た友達の発言を紹介し合ったり，友達のワーク
シートにコメントを書いたりする。

ワークシートへの記入
→今日の学習の感想・わかったこと
※教師は視点の提示や子供の振り返り例の紹介と称賛を行う。

写真展に保護者
や他の学年など他
者にきてもらい，
グループで展示し
た写真の前で，動
物の会話や動物が
何をしているとこ
ろなのかを解説す
る。

学習成果や友達の
学びのよさを認め合
うと共に，自分の学
びを振り返る。

写真展開催に向け
て，準備の計画を立て
る。

写真展に向けて，好きな
動物毎にグループを作り，
本を選ぶ。
選んだ本の中から，文章

と写真を対応させて，自分
の考えを伝え合いながら，
写真に会話や解説文をつけ
る。写真に言葉をつける。
その中から，よいと思う写
真と文章を３～４枚選ぶ。

必要感のある協同的な学び 目的に応じた弾力的な振り返り

写真を見る

ほかにも，おはなししてるみた
いなねこの写真はないかな？

ねこの赤ちゃん
が何か小さな声
ではなしてるみ
たいじゃない？



5.《単元構想》

学習活動（○）と子供の姿 教師の支援（☆）と評価（◇）
○ 動物を紹介する本と出会い，感想を交流する。 ◇ 読み聞かせに興味をもって臨むととも

に，お話の内容や写真をみて思ったことに
ついて，積極的に感想を交流している。

評３

開 ○ 動物の様子を紹介するよい方法を考え，学習 ☆ 題材に興味をもつことができるよう，動
始 の見通しをもつ。 物の写真と紹介文がわかりやすい本を何冊
期 か読み聞かせしたり，教室に配置したりす

る。
（
１ ○ 単元を通した課題を考え，学びの文脈のイメ ☆ 今後の学習に対する見通しがもてるよ
・ ージをもつ。 う，写真と文章が対応していることに着目
２ することを促すとともに，これらの本が動
時 物の行動を基に，動物が考えていることを
間 想像して書かれていることに気付くような
目 ○ 写真展を開くために，どんなことが必要かを 言葉がけをする。

考え，教材文「うみへのながいたび」をどのよ）
うに読んでいくのかの見通しをもつ。 ☆ 教材文も同じような書かれ方がされてい

ることに気付くことができるような言葉が
けをする。

○ はじめの写真を見て，考えたこと，思ったこ ◇ 場面の様子や登場人物を押さえながら，思った
とを話し合う。 ことを発表したり，語のまとまりに気を付けて音

読したりしている。（単元を通して育む） 評１

☆ 本文と出会う前に写真を提示し，何をし
ているのか，どんな言葉を話しているのか，
全体で交流したり，自由ペアで考えを出し
合ったりする活動を設定する。【必要感の
ある協同的な学び】

○ １の場面を読み，シロクマの親子は，どんな ◇ 動物写真展を開くために，各場面の
ことを話しているのかを考える。 様子に着目したり，言葉や写真に着目

したりしながら，それらを基に，動物
の会話を想像しながら読んでいる。ま
たそれらを伝え合っている。 評２

☆ 多様な考えや感想をもったり，認め合っ
たりすることができるよう，発表のよさを
取り上げて賞賛する。【目的に応じた弾力
的な振り返り】

○ ２の場面の写真を見てシロクマの親子は，ど ☆ 時間の経過や場面の移り変わりについて
展 んなことを話しているのかを考える。 気づくことができるよう，登場人物の変化
開 や会話の違いについて考える場を設ける。
期

☆ 考えるための視点として，「写真」「会話
文」「シロクマの様子」「まわりの様子」を
提示する。

（
３
・ ☆ 写真と教材文の関連を捉えながら，内容
４ ○ ２の場面を読み，シロクマの親子は，どんなこ を読み取ることができるよう，教材文を読
・ とを話しているのかを考える。 み，もう一度写真を見て，考えたことや想
５ 像したことを交流する活動を設定する。
・ 【必要感のある協同的な学び】
６
・ ☆ 自己の学びを客観的に振り返ることがで
７ きるように，友達の考えた，シロクマやの
時 言葉のよいところを紹介したり，友達から
間 紹介されたりする相互評価の場を意図的に
目 設ける。【目的に応じた弾力的な振り返り】

（３，４時間目は，この支援を繰り返す））

動物の写真に，言葉や説明をつけて，１年１組動物写
真展を開こう！

シマウマが親子で仲良く
草を食べているよ。どんな
お話ししてるのかな？

カンガルーの赤ちゃんがお母さ
んのおなかから顔を出している
よ。びっくりしているみたい。

動物は言葉を話せないか
ら，何を話しているのか考え
るのは面白いね。

前にやったみたいに，写真にフ
キダシをつけたり，みんなで考え
たことを壁にはってみんなに見て
もらうのもいいね。

写真展を開くためには，動物
がどんな話をしているのか，考
えなければならないね。どうし
たらいいかな？

本時

雪の上に何かほかの動物
を見付けたのかもしれない
よ。

お母さんはいないのかな？
お母さんをさがしているのか
な？

シロクマの赤ちゃん
が２頭，真っ白でかわ
いいね。

うんうん。目もまんまる
でかわいい。何を見ている
のかな？

そうか，はじめて穴
の中から出てきたんだ
ね。

ひろいなあ，まぶしいな
あ，って言っているかもしれ
ないね。

はじめて見る物ばかり
で，きょろきょろしている
写真かもしれないね。

雪のことを「この白いの何か
な？」空のことを「この青いの何
かな？」って話しているかも…。

今日は，お母さんグ
マが出てきたよ。

早く大きくなるんだよ，っ
てシロクマの兄弟にいってい
るのかもしれないね。

でも，昨日見た写真よ
り，子供たち大きくなって
ない？

そうだね。「お母さん，お
なかすいたよ～」ってお願い
しているかもしれないね。

お母さんは，子供たちを
連れてどこかに行こうとし
ているんだね。

うんうん。海に行くって書
いてある。ここは，海ではな
いんだね。

おいしいあざらしってい
うことは，あざらしがえさ
なんだね。

お母さんもおなかすいてる
んじゃないかな？何を食べて
いるんだろう。

「うみへのながいたび」もシロ
クマさんの写真がたくさんだ。シ
ロクマさんがどんな話をしている
のか，みんなで考えてみようよ。



○ ３～７の場面の中から，会話や行動を想像し ◇ 自分の選んだ場面に応じて，想像
やすい写真を選び，シロクマの親子がどんなこ したシロクマの会話の中から，場面
とを話しているのかを考える。 の様子に合うような言葉や会話を想

像している。 評２

☆ 写真展を開くという目的を強めながら，
登場人物の行動や会話を想像することがで
きるよう，挿絵の写真と文章を比べながら
読むことを働きかける。

○ 同じ写真を選んだ子供同士でグループを作り ☆ 読み取りが深まるように，選んだ場面毎
写真の言葉を考えたり，文章を読んで考えたこ に，グループをつくり，何をしているのか，
とを交流したりする。 どんな言葉を話しているのか，全体で交流

したり，グループで考えを出し合ったりす
る活動を設定する。

【必要感のある協同的な学び】

☆ 考えるための視点がずれていくことが考
えられるので，その場合は，改めて「写真」
「会話文」「シロクマの様子」「まわりの様
子」に着目することを促す。

○ それぞれの場面毎に考えたことを紹介し合う。
◇ 文章に書かれている大事な言葉に着目
し，感じたことや思ったことを話しながら
お気に入りの場面を読んでいる。 評２

☆ 登場人物の様子や行動について考えるこ
とができるよう，ワークシートを活用しな
がら発表する場を設ける。

○ まとめ期への見通しをもつ。
☆ 自分の学びを確実に振り返り，次への学
びへ向けた意欲を高めることができるよう
に，視点を明確にしたり，子供の振り返り
の例を提示したり，称賛したりする。【目的
に応じた弾力的な振り返り】

○ 動物写真展で紹介する本や写真を選ぶ。 ◇ 文章に書かれている大事な言葉に着目す
るとともに，写真をしっかり見ながら，写

ま 真展に使う，本を選んでいる。 評２
と ☆ 読み取るが深まるよう，選書した
め 本ごとに，文章と写真を対応させなが
期 ら写真展に展示する写真や，解説の文

を考える活動を位置付ける。（
８ 【必要感のある協同的な学び】
・ ○ 写真と文章を対応させながら動物の会話や行 ◇ 本を読んで得た知識，そこからもっ
９ 動を考え，写真展の写真を３～４枚選ぶ。 た考えや感想，気に入ったところを進
・ んで伝え合いながら協力して動物写真

展を創っている。 評３

☆ 教師は，多様な考えや感想をもったり，
時 認め合ったりすることができるよう，作品
間 を紹介したり，よさを取り上げて称賛する。
目 また，互いの活動をコメントし合うことが
○ 動物写真展を開く。 できるようなワークシートを工夫する。）

【目的に応じた弾力的な振り返り】

☆ これまでの活動に自己有用感がもてるよ
う，見にきてくれた人から，感想を聞く場
を設ける。

☆ この学習を生かして今後どのような学習
を行っていくか考える場を設ける。（話す
・聞く，書くことなどの教科の学習から他
教科の学習など，幅をもたせる。）

４の場面では，お母さん
と子供が一人しかいない
よ。どうしたのかな？この
後ろにいるのかな？

一人こぐまさんが遅れてい
るんじゃないかな。「早くお
いで～」って叫んでるんじゃ
ないかな。

５の場面のお母さん，
「さっさと行きなさい！」
って怒ってると思う。

６の場面，これはお母さんかな？な
んだかとってもうれしそう。「やっと
ついたよ。お母さんが教えてあげるか
らね。」とも言っていると思う。

5の場面の子供たちのセリフ
を考えようよ。お母さんの後
ろに行こうとしているみたい
だね。

そうだね。お母さんがんばれ，
って応援しているのかな。それと
も，怖いよ，っておびえているの
かな？

６の場面では，「しっかりえさと
りを覚えるんだ。」ってカギ括弧の
中に書いてあるよね。まだ話してい
ることあるのかな。

「自分一人で暮らすんだよ。」
とかかな，6の場面を書いている他
のグループの聞いてこようよ。

写真に言葉を入れることが
できるようになってきたね。
今度は写真展に向けて本を選
んだり，写真を選んだりする
んだね。

みんなで考えを出し合うと，た
くさん考えることができたから，
写真展でも，たくさんの友達の考
えを聞いてがんばりたいなと思い
ました。

3の場面のお母さんは，耳を澄ま
しているだけでなく，「がんばらな
きゃ！」って気持ちを込めていると
思いました。

4の場面は，写真に出ていないも
う一人の子供の言葉を考えまし
た。きっと甘えて「まってよ。お
なかすいたよ。」って…。

5の場面では，お母さんのセリフ
に，「私の大切な子供たちに変なこ
とするんじゃない！」って子供を守
る言葉を考えました。

7の場面の大きくなった子供たちは，
ふざけ合ったりしているだけでなく，
強くなるために特訓しているんだと思
ってこんなセリフを…

この図鑑のパンダの親子の写
真はね，二人で何かをささやい
ているみたいでいいなあ。

このライオンのお母さんが，子
供たちをなめている写真，とって
も優しい顔してるね。子供たちも
うれしそう。

虎のお母さんが，足で子供
を遊んであげている写真，猫
みたいでかわいいね。

うさぎのお母さんは，子供に何
かを教えているよ。敵から身を守
るためのことかなあ。

お母さん，ごはんまだ？今から
用意するからねってパンダのお母
さん言っているんじゃない？

早く大きくなるんだよってなめ
てあげているのかな？それとも汚
れたからきれいにしているのか
な？

お母さん，あそんであそん
で！って。でもお母さん，め
んどくさそうでもあるね。

物音がしたら，すぐにこの穴に戻
ってくるんだよ。って教えてあげて
いるんじゃないかな。顔が真剣。

隣のクラスの友達から，
よく考えてるねって感想を
もらったよ。

教生先生は，ぼくたちのパンダ
の写真の言葉が，「思いつかなか
った。よく考えたねってほめてく
れた。

僕たちもほかのグループ
の写真を見に行こう。たく
さん感想をもらっているあ
のグループは…。

確かに，このウサギさんの
顔は真剣だ。身を守るときの
写真は，どの動物もそうなの
かな。

写真展，おもしろかったね。今度は，僕たちが写真をとっ
て，いろんな写真を紹介するのもおもしろいね。幼稚園のお
友達にも見せてあげたいな。



6. 《本時案》 （本時 4 ／ 10）

学習活動（○）と子供の姿 教師の支援（☆）と評価（◇）

○ 前時の学習を振り返る。 ◇ 場面の様子や登場人物を押さえながら，
思ったことを発表している。 評３
☆ 本時の場面に対する見通しをもったり
比べながら読んだりすることができるよ
う，１の場面を振り返る場を設ける。

【目的に応じた弾力的な振り返り】
○ 本時の見通しをもち，学習のめあてを把握す ☆ 本時の学習のめあてを提示する。
る。

○ ２の場面の写真を見てシロクマの親子は，ど ◇ 動物写真展を開くために，各場面の
んなことを話しているのかを考える。 様子に着目したり，言葉や写真に着目

したりしながら，それらを基に，動物
の会話を想像しながら読んでいる。
またそれらを伝え合っている。評２
☆ 本文と出会う前に写真を提示し，何を
しているのか，どんな言葉を話している
のか，交流する活動を設定し，多様な考
えを引き出し，本文と出会ったときに比
較することができるようにする。
【必要感のある協同的な学び】

○ ２の場面を読み，シロクマの親子は，何をし
ているのか話し合いながらシロクマの言葉を考 ☆ 教材文を読み，もう一度写真を見て，
える。 考えたことや想像したことを自由ペアで

交流する活動を設定し，読み取りを深く
することができるようにする。【必要感の
ある協同的な学び】

☆ 時間の推移や場面の移り変わりについ
て気付くことができるよう，登場人物の
変化や会話の違いについて考えることを
働きかける。
☆ 考えるための視点として，「写真」「会
話文」「シロクマの様子」「まわりの様子」
を提示する。

○ 考えた言葉を，交流したり，いいな，と思っ
たシロクマの言葉を紹介し合ったりする。 ☆ 多様な思いをもったり，認め合ったり

することができるよう，発表のよさを取
り上げて称賛する。【目的に応じた弾力的
な振り返り】

☆ 互いの考えた言葉を交流する場を設け，
自他の考え方や感じたことを理解するこ
とができるように配慮する。

○ 本時の学習を振り返り，次の学習への見通し
をもつ。 ☆ 友達の考えた，シロクマの言葉のよい

ところを紹介したり，紹介されたりする相
互評価の場を意図的に設け，互いの学びを
価値づけられるようにする。【目的に応じ
た弾力的な振り返り】

☆ 子供がめあてに即して振り返り，次時
への見通しをもつことができるような言
葉かけをする。

○ 言葉や写真から場面の移り変わりや時間の推移を押さえ，場面の様子について想像をひろげ
ながら読むことができるようにする。

本時の目標

写真を見ながら，シロクマの親子が話している言葉を考えよう。

お母さん，子供たち
をしっかり守っている
みたいに見えるね。

早く大きくなるんだよ，っ
てシロクマの兄弟にいってい
るのかもしれないね。

子供たちは何を見ているの
かな？えさでもあるのかな？
シロクマって何を食べるのだ
ったかな。

そうだね。「お母さん，おな
かすいたよ～」ってえさのお魚
をおねだりしているのかな？

子供たちまだミルクを飲ん
でいたんだ。これからえさを
探すためにどこかにいくんだ
ね。

うんうん。海に行くって書い
てある。シロクマは海の氷の上
にいるのかと思っていたよ。

おいしいあざらしっていう
ことは，あざらしがえさなん
だね。お魚じゃないんだ。

でも，そうしたら，お母さん
もおなかすいてるんじゃないか
な？何を食べているんだろう。

昨日は，子供二人の
写真をみながら言葉を
考えたよ。

今日は，次の写真が出てく
るんだね。お母さんが出てく
るんじゃないかな。

「そろそろ海にいくよ。海
に行けばたくさん食べ物があ
るよ。」って子供たちに話し
かけていると思う。

最初に写真を見たときより
も，教科書の文を読んでから
の方が，言葉は考えやすい
ね。

うんうん。写真を見ながら
教科書を読んだら，言葉がた
くさん浮かんできたね。

ほかのグループの考えを聞くと考えやすかったね。写
真を文をしっかり見たり，ほかのグループと話し合いな
がら，３の場面からも読んでいけばいいね。

教科書に書いてある言葉をみながら，もっと言葉を増
やして考えるのは難しいけどおもしろいね。

「お母さん，海って遠い
の？すぐにいける？」って何
も知らない子供たちは聞いて
いると思うな。

子供たちは，「あざらしっ
ておいしいのかな。早く食べ
たいな。」ってわくわくして
いると思う。

○○さんのグループは，子
供たちの言葉をたくさん考え
ていて，すごいなあって思っ
たよ。


